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2013 年 9 月 5 － 8 日に、韓国の釜山で第 8 回国際病理アカデミーアジア太平洋会

議（Asia-Pacific IAP Congress）が開かれた。これは、一昨年の台北で開催された第

7 回に次ぐものである。日韓の政治情勢や、韓国と北朝鮮との緊張、韓国内での電力

不足問題などから、日本からの参加者が少ないと予想され、また、大会事務局からも

日本からの多くの参加者を期待する旨の連絡があり、IAP 日本支部でも心配になり、

急遽、若手発表者に奨学金を出すことを決めたのだった。具体的には、IAP 日本支部

会員の推薦する大学院生、研修医が発表した場合、5 万円を奨学金として支援すると

いうものである。これまで先達が営々と築き上げてきた日韓の病理医の交流が、この

ような目の前の政治経済情勢で先細りになるようでは、とても嘆かわしいことである。

ところが、蓋を開けてみたら、36 ヵ国からの全参加者は 1,087 名にのぼった。日本

からの参加者は、112 名で、韓国の 600 人に次ぐ大勢力であった。日韓交流の草分け

である牛込新一郎先生をはじめ、多くの先輩病理医が参加されていた。

今回の APIAP 会議の特徴は、何と言っても若手病理医、とくに女性病理医の活躍

が目立ったことであろう。そもそも韓国には、女性病理医が多い。多くの教授も輩出

している。口頭発表の多くが女性によるものであった。また、若手も含め、韓国の病

理医は全体的に英語がうまい。日本の病理医も負けてはいられませんよ。

発表の内容でも、韓国からの演題は質が高く、また先端技術を貪欲に取り込んで、

病理学を単なる診断の領域にとどめず、広くトランスレーショナル医学の文脈で位置

第 8回国際病理アカデミーアジア太平洋会議
（Asia-Pacific IAP Busan） に出席して

 －若手・女性の活躍目立つ
常任幹事　石川雄一（（公財）がん研究会がん研究所病理部）

opening ceremony：コングレス会長　Dr. Shin Kwang Khangの開
会スピーチ
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づける発表が目立った。今回の会議での、効率的な運営、セ

ンスのある homepage、外国からの参加者に対する hospitality

はもちろんであるが、学問の上で見せた多くの若手病理医、

とくに韓国の若手の活躍は、次世代の病理学はどうなってい

くのかを、参加者に印象づけるものであったと思う。

横浜市立大学医学部医学科 4年

入部　康弘

9 月 5 日から韓国は釜山にて 4 日間に亘って開催された

APIAP2013 に参加して参りました。初夏の頃に、日頃ご指

導いただいている横浜市立大医学部分子病理学教室の古屋充

子先生からお話をいただきまして、症例報告のポスターを携

えて韓国へ渡りました。

今年初めて国内学会に参加した私にとって国際学会は勿論

初めての経験で、アジア太平洋地域だけでなく南アジアやア

フリカを含む国々の参加者たちが一堂に会した場に足を踏み

入れた初日の感動は忘れられないものとなりました。Plenary 

session も含め、講演の内容は診断の実践についてのものが多

かった印象があります。私は泌尿器病理のセッションを中心

に聴いて回りました。2 日目の plenary session での Stuart J. 

Schnitt 先生（Beth Israel Deaconess Medical Center & Harvard 

Medical School）の乳癌分類についての講演が非常に秀逸で

理解の助けとなり、特に記憶に残っています。英語ポスター

発表も無事終えることができました。

この経験を今後の勉強、研究活動に大いに役立てていきた

いと思います。今回の参加にあたり支援してくださった IAP

日本支部に深謝いたします。

岡山大学　腫瘍病理

崔　巍

IAP 学会に出席したのは初めてです、もちろん釜山のよう

な美しい沿海都市に来たのも初めてです。わずかの 4 日の間

に、アジア各国から来た病理医師たちと出会えて、とてもわ

くわくで、楽しかったです。IAPの主催者の方々は会場の隅々

まで考慮され、レベルの高い講演を受講できるだけでなく、

休憩時間にも、美味しいコーヒーが楽しめて、とても安らか

な気分になりました。一人の血液病の研究者として、私は、

血液病に関する講演と症例報告会に参加し、今までみたこと

のない特殊病例を学び、発表者たちとも意見を述べ合いまし

た。学会の発表が終わった後、私たちは釜山の様々な名所を

見回り、韓国の歴史や文化そして独特の建築様式についても

少しながら、わかった気がします。ちなみに韓国の食べ物も

多種多様で、面白かったです。特に焼き肉は、日本とは全然

違いました。最後に、今回韓国釜山で開催された IAP 学会で

いろいろといい経験をしました。次のタイで行われる学会に

も出席しますので、期待しています。

東京大学　大学院医学系研究科　病因・病理学専攻

人体病理学・病理診断学分野　大学院生

林　玲匡

APIAP2013 Busan は、私にとって、昨今の診断や治療に

おける分子病理学的トピックを学ぶよい機会でした。

Fletcher 氏や Schnitt 氏をはじめとする、巨匠とも言うべき

先生方の講演は、分かりやすく、魅力的でした。また、ポスター

発表も、同世代の病理医がどのような研究をしているのかを

APIAP 2013 Busan に参加して

学会場となったBEXCO（Busan Exhibition & Convention 
Center）

レセプションでの韓国舞踊の催し物

レセプション会場で：左より石川雄一先生、コングレス会長 
Prof. Shin Kwan Khang、第13回IAP日韓スライドカン
ファランス会長　横山繁生教授、Secretary-General Prof. 
Jeong Wook Seo、Vice Chair Prof. Kun Young Kwon
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知ることができました。自身の発表ポスターの前に立ってい

たところ、英語で質問を受け、ディスカッションが出来たの

も、貴重な経験でした。今後も、是非このような国際学会に

参加し、様々な最新のトピックに触れるとともに、自身の成

果を発表して参りたいと思う次第です。

山梨大学人体病理学講座

大石　直輝

今回の APIAP は私にとって初めての参加でした。

最も印象深かったのは、各領域でのスライドセミナーです。

症例には“比較的稀”ではあるけれども“押さえておくべき”

症例が選ばれていると感じました。また、最近 WHO 分類が

改訂された臓器では、新項目をカバーするよう配慮されてい

るように思いました。こうした症例検討の場では単に“診断

を当てる”ことに主眼が置かれがちですが、国内外のエキス

パートが多くの鑑別診断を挙げ、徹密な論証を経て最終診断

に至る過程には感銘を受けました。

また私個人としては、骨髄生検で発見された ALK-positive 

large B-cell lymphoma の症例をポスターで発表しました。英

語での発表は初めてでしたが、国内外の先生方と意見を交わ

し、交流を深めることができました。こうした新たな出会い

も国際学会参加の大きな魅力だと思います。

今回の経験は、今後の病理人生の大きなモチベーションの

一つになりました。このような貴重な機会を与えていただい

た諸先生方に深謝いたします。

がん研究会有明病院　病理部

遠藤　祐子

今回の APIAP 2013 Busan が自分にとっての初めての国際

学会の場となりました。自身のポスター発表にて国際的な場

で症例提示をする機会を得たことはもちろん、各セッション

で各国の先輩病理医が互いの研究成果について熱く、また忌

憚なく議論を交わす姿を目の当たりにし、憧れの念を抱くと

共に大変良い刺激を受けました。また、今回の学会で国内外

の多くの病理医とコミュニケーションを取ることができたの

も自分に取って非常に大きな収穫でした。今回経験させて頂

いた事を生かし、良き病理医となるべく、更なる研鑽を積ん

でいきたいと思います。

会長：大分大学医学部診断病理学講座　横山　繁生教授

場所： 別府国際コンベンションセンター別府 B-ConPlaza 

（http://www.b-conplaza.jp）

日時：2013 年 12 月 6、7 日（金、土） 

　　　6 日（金） 13：00 － 14：15　受付 

14：15 － 14：30　開会挨拶 

14：30 － 16：50　 一般外科病理スライドカ

ンファランス 

（１題 15 分ｘ 8 題、途中

で 20 分の休憩） 

　　　　　　　　16：50 － 17：50　 特別講演　Prof. Moon Ho 

Yang

　　　　特別講演終了後（18：00 頃）記念写真撮影、懇親会

　　　７日（土） 臓器別スライドカンファランス 

（骨軟部・腎・肺・内分泌）

　　　　　　　　 8 ：30 － 9 ：00 受付 

9 ：00 － 12：00 各スライドカンファランス 

12：30 － 16：30  excursion　別府地獄巡り 

（昼食付き）

（http://www.beppu-jigoku.com）

参加費： カンファランス 6，7 日両日参加（懇親会費込み）：

10,000 円 

カンファランス 7 日のみ参加：2,000 円 

Excursion　地獄巡り：5,000 円

参加申込： IAP日本支部のHPから参加フォームをダウンロー

ドし、大分大学の駄阿勉先生（daatom@oita-u.

ac.jp）までご返送下さい

〆切：2013 年 11 月 4 日（月）

一般外科病理スライドカンファランスの日本側出題（4 題）

を募集します。

　原則として HE プレパラート 3 枚と英文抄録（臨床歴中心、

A4 半ページ程度）が必要となります。応募者が多い場合、

調整が必要になることをご了解下さい。Submitter（出題者）

の発表時間は 5 分です。

　 演題申込〆切：2013 年 10 月 11 日（金）、 

抄録〆切：2013 年 11 月 4 日（月）

宛先： IAP 日本支部事務局 

（Tel：03-3570-0559，Email： jdiap@jfcr.or.jp）

第13回IAP日韓合同
スライドカンファランス

若手発表者 若手発表者
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2 日目の臓器別カンファランスの詳細については各部門の担

当者にご照会下さい。

　骨軟部： 金沢医科大学　野島孝之 

（nojima@kanazawa-med.ac.jp）

　腎臓：　 国立成育医療研究センター病院　松岡健太郎 

（matsuoka-k@ncchd.go.jp）

　肺：　　 千葉大学　中谷行雄 

（nakatani@faculty.chiba-u.jp）

　内分泌：山梨大学　加藤良平（rkatoh@yamanashi.ac.jp）

お問い合わせ

　カンファランス全般：IAP 日本支部事務局（jdiap@jfcr.or.jp）

　交通・宿泊・学会場： 大分大学診断病理学教室　駄阿勉

（daatom@oita-u.ac.jp）に、お願いい

たします。

１．福岡空港から（JR）

福岡空港

↓ 福岡市地下鉄空港線・西唐津行（250円）またはタクシー

（約4km，15分）

博多駅

↓ＪＲ特急ソニック（約2時間）（特急券込みで4920円）

別府駅

↓タクシー（1.6km，5分）または徒歩（約15分）

別府国際コンベンションセンター別府B-ConPlaza

２．福岡空港から（バス）

福岡空港

↓西鉄バス　とよのくに号（要予約）（3,100円）

別府北浜バスセンター

↓タクシー（約10分）

別府国際コンベンションセンター別府B-ConPlaza

３．大分空港から

大分空港

↓空港バス（別府行き）（約35分）（1,450円）

別府北浜バスセンター

↓タクシー（約10分）

別府国際コンベンションセンター別府B-ConPlaza

IAP 日本支部主催　日本病理学会後援

日時： 2013（平成 25）年 11 月 23 日（土）

場所： 山梨大学甲府キャンパス 

（〒 400-8510　甲府市武田 4-4-37）

教育シンポジウム 　9：00 ～ 11：45
テーマ：  乳腺病理　最近の動向　Current topics of breast 

pathology

モデレーター： 津田　均（防衛医科大学病態病理） 

森谷　卓也（川崎医科大学病理学 2）

演者：

1． Prof. Sunil R Lakhani（Breast Pathology Group, The 

University of Queensland Centre for Clinical Research, 

Australia） 

Diagnostic challenges in Breast Pathology, perspectives 

from the new WHO Classification

2． 堀井 理絵　（がん研究会有明病院病理部） 

乳管内増殖性病変の病理診断

3． 長谷部 孝裕　（埼玉医科大学 国際医療センター 病理診断

科） 

浸潤性乳管癌の正確な悪性度評価に有用な病理組織因子

4． 坂谷 貴司　（自治医科大学病理学講座・病理診断部） 

乳癌 Ki-67 の評価－最近の知見と動向－

5． 大井 恭代　（博愛会相良病院病理診断科） 

センチネルリンパ節生検の臨床的運用と病理学的評価

別府国際コンベンションセンター
別府B-ConPlazaへのアクセス

2013 年　病理学教育セミナーのお知らせ

別府の湯煙

会場の別府国際コンベンションセンター（B-ConPlaza）
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＊教育シンポジウムは、当日ご自由にご参加ください。

病理専門医の資格更新単位として 5 単位が得られます。

参加費：会員 3,000 円、非会員 4,000 円（ハンドアウト代を含む）

スライドセミナー 　午後

1時限目　13：30 ～ 15：30

A-1 肝生検の病理診断（非腫瘍性疾患）
全  陽（Institute of Liver Studies, King's College Hospital, UK）

B-1 皮膚色素性病変の病理診断
泉　美貴（東京医科大学医学教育学講座）

C-1 骨腫瘍の病理
小田　義直（九州大学大学院医学研究院形態機能病理学）

*D-1

口腔病理（顎骨に生じる嚢胞、腫瘍ならびに腫瘍
様病変）
高田　隆（広島大学医歯薬保健学総合研究院口腔顎顔面
病理病態学研究室）

2 時限目　15：45 ～ 17：45

A-2 腎生検の病理
上田　善彦（獨協医科大学越谷病院病理部）

B-2 前立腺癌 ―良悪性の鑑別を中心に― 
鷹橋　浩幸（東京慈恵会医科大学病理学）

C-2 卵巣腫瘍の病理
安田　政実（埼玉医科大学国際医療センター病理診断科）

*D-2 軟部腫瘍の病理－新 WHO 組織分類をふまえて－
久岡　正典（産業医科大学医学部第一病理学講座）

* 印は新規コース。スライドセミナーは事前登録が必要です。

事前登録の受付は終了しております。事前資料としてバー

チャルスライド（DVD-R）を送付予定です。病理専門医の資

格更新単位として 10 単位が得られます。

受講料（1 コース）： IAP 日本支部会員 7,000 円、非会員

12,000 円（DVD, ハンドアウト代を含む）

詳細につきましては IAP ホームページ http://www.iapjapan.

org/index.html を参照下さい。

連絡先

IAP 日本支部教育委員長 小田　義直（スライドセミナー担当）

九州大学大学院医学研究院形態機能病理

〒 812-8582　福岡市東区馬出 3-1-1

TEL：092-642-6061　FAX：092-642-5968

IAP 日本支部 常任幹事 石川 雄一（教育シンポジウム担当）

（公財）がん研究会がん研究所病理部

〒 135-8550　東京都江東区有明 3-8-31

TEL：03-3570-0559　FAX：03-3570-0558

山梨大学甲府キャンパス（工学部）

〒 400 － 8510　山梨県甲府市武田 4-4-37

JR 甲府駅北口から武田通りを北に進み、右側が工学部キャン

パスです。

電車・バス
新宿駅⇒甲府駅
電車：JR中央線 特急「あずさ号」又は「かいじ号」で最速83分
バス：新宿駅西口高速バスターミナルより最速119分

名古屋⇒甲府駅
電車： JR中央線（塩尻駅経由）／塩尻駅で特急「しなの」から特急「あずさ」

に乗り換え、最短181分
電車： 東海道新幹線、JR身延線（静岡駅経由）／静岡駅で「ひかり」から特急

「ふじかわ」に乗り換え、最短195分
バス：JR名古屋駅前バスセンターより約240分

甲府駅⇒甲府キャンパス
バス： 甲府駅北口2番バス停乗り場より「武田神社」または「積翠寺」行き約5

分、「山梨大学」下車
徒歩：甲府駅北口より武田通りを北上、徒歩約15分

2013 IAP 教育シンポジウム、
スライドセミナー会場

武田神社

山の手通り

JR中央本線

JR身延線

山梨大学
甲府キャンパス

武
田
通
り

平
和
通
り

至東京至松本
甲府駅
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USCAP雑誌「Modern Pathology」、「Laboratory Investigation」

の購読申込みの方法がオンライン申込みとなっております。

昨年同様 IAP ホームページ上からの申込みとなります。受付

開始日等の詳細は、決まり次第、メール、ホームページにて

ご案内いたします。

購読料は、昨年同様 1 冊につき年間 11,000 円（予定）です。

なお、ホームページ上からの購読申込みに関して、不具合等

あります場合は、事務局にて対応させて頂きますのでご連絡

下さい。

日時：2013 年 11 月 23 日（土）　11 時 45 分～ 12 時 45 分

場所：山梨大学甲府キャンパス　A2 号館

　　　〒 400-8510 甲府市武田 4-4-37

同封のはがきにて、11 月 13 日（水）必着にてご返送願います。

* なお、当日は昼食（個数限定）を用意いたします。

会期：2014 年 3 月 1 日－ 7 日

場所：San Diego Convention Center，San Diego, CA

＊詳しくはホームページをご覧ください。

http://www.uscap.org/index.htm?103rd/index.htm

USCAP San Diego Japan Night は 3 月 4 日（火曜日）の

17：30 からを予定しています。

IAP 日本支部会員の方々は是非ご参加ください。

日時・場所：2014 年台湾で開催予定

会期：2014 年 10 月 5 日－ 10 日

場所： Bangkok Convention Centre at Centralworld, Bangkok, 

Thailand

2013 年 IAP 日本支部理事選挙について、ご案内および投

票用紙を同封いたしました。会員の皆様には投票をお願い申

し上げます。（11 月 13 日（水）必着 とさせて頂きます）

＊個人情報保護シールを同封いたします。貼付して投函下さい。 

「会員の皆様へお願い」

・ 2013 年度会費について、未だ納入されていない方は、なるべ

くお早めにお納め下さいますよう宜しくお願い申し上げます。

・ メールアドレスの登録について、未登録の方はご登録下さい。

また、所属先等、登録内容に変更が生じた場合は、速やか

に事務局までご連絡下さいますようお願い申し上げます。

・＜ IAP 日本支部事務局 : jdiap@jfcr.or.jp ＞

〒 135-8550　東京都江東区有明 3-8-31　がん研病理

IAP 日本支部　石川、高野

Tel：03-3570-0559 ／ Fax：03-3570-0558

E-mail：jdiap@jfcr.or.jp
rqrqrqrqrqrqrq

今年は不安定な気候が続いており、10 月になっても日本各

地では真夏日が見受けられます。会員の皆様におかれまして

はいかがお過ごしでしょうか。News Bulletin 2013 年 No.4 を

お届け致します。関係の皆様のご尽力により、国際的な行事

は益々充実してきており、諸外国との結びつきが強まってい

ます。9 月に韓国・釜山で開催された APIAP Congress は無

事終了しましたが、12 月には大分で、第 13 回 IAP 日韓合同

スライドカンファレンスが控えています。さらに、3 月の

USCAP や、第 5 回日台スライドカンファレンス（2014 年），

国際病理学会（2014 年 10 月、タイ）も予定されています。

是非、多くの皆様にご参加いただきたいと思います。国外開

催の会である USCAP では Japan Night（2013. 3. 4, Tue）が

あり、毎回盛り上がりをみせています。親睦をはかっていた

だく良い機会ですので、お楽しみ下されば幸いです。11 月

23 日の、甲府での教育シンポジウム（乳腺）、スライドセミナー

（本年度から新規に口腔病理と軟部腫瘍の病理のコースが開

催されます）で、皆様にお目にかかるのを楽しみに致してお

ります。

広報委員会委員長　清水道生

　　　　副委員長　森谷卓也

　　　　　　委員　加藤良平

　　　　　　委員　根本則道

雑誌購読申し込みについてのお願い

第 53 回 IAP日本支部総会のご案内

Upcoming Meeting

USCAP 2014 Annual Meeting

sandiego

第 5回日台合同スライドカンファレンス

第 30 回国際 IAP会議
（IAP XXX International Congress）

事務局からのお知らせ

あとがき


